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データセンターを取り巻く状況と課題

データセンター内の検討
～エネルギー利用（最適な給電方式）の模索～

データセンター外の検討
～最適なエネルギー調達方法の模索～
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印西エリア

大手町・
湾岸エリア

三鷹・
西東京エリア

多摩・
相模原エリア

Tokyo-Region例 Osaka-Region例

主要な新築DC立地エリア

京阪奈
エリア

大阪彩都・
茨木エリア

大阪
中心エリア

クラウドサービス

Region

複数DCで分散処理・分散保存

低レイテンシ
と可用性

(アベイラビリティ)

を担保DC立地の考え方

IX （インターネットイクスチェンジ）から30km圏内
AZ：アベイラビリティゾーン（ある地域のDC群の管理単位）
Transit：トランジットセンター（外部との接続）

Transit

Transit

AZ

AZ

AZ

データセンターの都市部集中（クラウドサービスの場合）

インターネットトラフィックは東京・大阪で約98%

データセンターは東京圏・大阪圏に約80%が集中
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データセンター市場の需要予測

データセンターの需要は急激に拡大
（2028年までに年平均13.5%）

生成AIにより、従来の予測に加えて17～44%の
追加成長がもたらさせる見込み
(NTT予測 平均 20%)

Source: Structure Research, 2023

NTT IR DAY 2023 [October 3, 2023] Growth Strategy of NTT Global Data Centers

https://group.ntt/en/ir/library/presentation/2023/pdf/231003_1.pdf

AIを伴うデータセンター市場規模は2028年までに
1,500億ドルを超える見込み

データセンターの市場規模2028年には 1,368億ドル に達すると見込まれている

生成AIの需要は、従来の予測に加えて 17～44％（平均20%以上）の追加成長がもたらさせる見込み

$150bn
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データセンター建設増に伴う国内電力需要の増加

出典：2024.1.24 電力広域的運営推進機関 - 全国及び供給区域ごとの需要想定（2024年度）
※既設のデータセンターや半導体工場の実績動向に合わせて稼働率などを乗算し、
最大需要電力及び年間電力量の個別織り込み量を算出

日本の電力需要は省エネと人口減少によって減少傾向だったが、2024年想定では電力需要が大きく増加する想定を公表

増加要因はデータセンターと半導体工場の新増設需要による

・データセンター・
半導体工場の新増設等

億kWh

8,800

8,600

8,400

8,200

8,000

7,800

7,600

需要電力量（全国合計）の想定 データセンター・半導体工場の新増設に伴う個別織り込み

最大需要電力（MWh）

データセンター・半導体工場の新増設に伴う個別織り込み

最大需要電力（MW）

480

1,260

2,020

3,020

3,760

4,460

4,820
5,100

5,290 5,370

■ データセンター

■ 半導体工場
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■液冷DCプロトタイプイメージ

2024/5
ニュースリリース

RF

1F

データホール
エリア

電力設備
エリア

屋上設備
エリア

2F

■フロア構成

実効 40kVA/Rack 

液冷空冷比率 65：35

NVIDIA DGX H100

実効 約120kVA/Rack 

液冷空冷比率 90：10

NVIDIA DGX GB200
NVL72

NVIDIA DGX A100

実効 24kVA/Rack 

2023 20242021

カーボンニュートラルへ貢献する 「次世代型データセンター」プロジェクトを開始 | 2024年 | ニュースリリース | 企業情報 | NTTファシリティーズ

■建物スペック
ITロード
敷地面積
建物延床面積

：25.6MW
：約30,000㎡
：約20,000㎡

カーボンニュートラルへ貢献する「次世代型データセンター」

当社がデータセンターの未来の姿・理想の姿を提示し、世の中をリード（誘導）できないか

https://www.ntt-f.co.jp/news/2024/20240527.html
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ITサービスの変化がもたらすデータセンターのリデザイン要素

DCの要件変化ITサービスの変化 AIDCでのリデザイン要素

ITハードの変化

生成AI系サービス拡大

LLM

サーバ
高密度化

処理速度
追求

サーバ間の
距離短縮

ラック
高集積化

システム
規模拡大

e.g. NVL72

e.g. Nvidia DGX GB200 

登場
学習 推論

学習用

超大規模化

立地要件緩和

チェックポイントで
計算中断を許容?

推論用

今後超短時間応答サービスの
場合はエッジDC？

従前のクラウドDCと
同等の立地要件

超高密度化

120kW/rack

200MW～/DC

冷却システムの選択

電源供給の見直し

熱源設備

液冷空冷

電源装置 給電

ラックレイアウト

床荷重 階高

データホール構成見直し

建物内の配置見直し

電源調達

周辺環境との調和

建物外での検討

電力設備

CNの推進
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データセンターのエネルギー調達と利用に関する課題

データセンター

（※）

✓ CN化に対する課題
 ・地方に偏在する再エネ
 ・再エネの出力抑制増加

【発電】

【送配電】

【利用】

再エネ
発電所

送配電網

送配電網

火力・原子力等
発電所

✓ 電力系統容量不足
✓ 受電引き込み長期化

✓ 大容量化に伴う
配電ロスの増加

✓ データホール内
給電の限界
 バスダクト：～1,200Aクラス

✓ パワーシェルフ占有
スペースの相対的増加

✓ ラック内給電の限界
 バスバー：～3,000Aクラス

エネルギー調達

（データセンター外）

エネルギー利用
（データセンター内）

✓ DC電力需要急増
✓ 都市部に集中
✓ GPUの負荷急変が系統
に影響を及ぼす可能性

66kV

6.6kV

400V

UPS UPS UPS

PDU PDU

Power
Shelf

GPU

GPU

GPU

Power
Shelf

バ
ス
バ
ー

400V

48VDC

バ
ス
バ
ー

バ
ス
ダ
ク
ト
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データセンター（※）

✓ CN化に対する課題
 ・地方に偏在する再エネ
 ・再エネの出力抑制増加

【発電】

【送配電】

【利用】

再エネ
発電所

送配電網

送配電網

火力・原子力等
発電所

✓ 電力系統容量不足
✓ 受電引き込み長期化

✓ 大容量化に伴う
配電ロスの増加

✓ データホール内
給電の限界
 バスダクト：～1,200Aクラス

データセンターのエネルギー利用（最適な給電方式）の模索

エネルギー調達

（データセンター外）

エネルギー利用
（データセンター内）

✓ DC電力需要急増
✓ 都市部に集中
✓ GPUの負荷急変が系統
に影響を及ぼす可能性

66kV

6.6kV

400V

UPS UPS UPS

PDU PDU

Power
Shelf

GPU

GPU

GPU

Power
Shelf

バ
ス
バ
ー

400V

48VDC

バ
ス
バ
ー

バ
ス
ダ
ク
ト

✓ パワーシェルフ占有
スペースの相対的増加

✓ ラック内給電の限界
 バスバー：～3,000Aクラス



14© NTT FACILITIES, INC. All rights reserved.

内容 ポイント

全容

1ラックあたり消費電力：120kW/rack
（ラック内電流：3,000A（@48VDC））

従来機種比で3倍
 

OCP v3ラック採用：高電圧・大電流に対応
サーバ単体ではなくデザインされたラックで
 提供される

水冷方式（DLC） 冷水の引き込みが前提

電力
電源
入力

電源ユニット4～8台に対し2系統入力

電源入力ルート・スペースの検討
8～16本の入力ケーブルで

 ラック上部バスバー接続

冷却

水冷
部分

冷水配管4本／rack
（往き・還り×２系統）

配管ルート・スペースの確保

空冷
部分

ラック発熱の10％は空冷で処理
水冷が前提ではあるものの、
12kW/rack空調冷房能力が必要

NVIDIA NVL72  ～ 電力・冷却観点の特徴 ～
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PDF

従来方式

超高発熱ラックへの最適給電方式の模索
マザーボード内のチップが動作する最終的な動作電圧まで段階的に降圧

ボードサーバー

ラック

ラック

ラック

GPU
メモリ等

・
・
・

PSU

・
・
・

DC

DC

AC

DC

UPS

Battery

DC

AC

AC

DC

・
・
・

200VAC400VAC6.6kVAC 400VACDC 1VDC等48/12VDC

AC

DC

AC

DC

サーバー

サーバー
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PDF

OCPラックの場合

超高発熱ラックへの最適給電方式の模索
ラック内のサーバ電源（PSU）を集約したパワーシェルフでAC/DC変換をまとめ、バスバー経由で各サーバへ給電する方式

ボードサーバー

ラック

ラック

ラック

GPU
メモリ等

PSUレス

・
・
・

UPS

Battery

DC

AC

AC

DC

200VAC400VAC6.6kVAC 400VACDC 12/1VDC等

パワーシェルフ

バ
ス
バ
ー

AC

DC
DC

DC

48VDC

AC

DC

AC

DC

AC

DC

サーバー

サーバー
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PDF

提案方式（一例）

超高発熱ラックへの最適給電方式の模索
2024 OCP Global Summit では各社から給電方式変革に向け多くの発表

ITラックのパワーシェルフを集約し専用ラック化、さらに給電電圧を高電圧化しボード入力部まで400VDC化

ボードサーバー

ラック

ラック

GPU
メモリ等

・
・
・

・
・
・

DC

DC

UPS

・
・
・

AC

DC

Battery

Power Shelf

Power Shelf

Power Shelf

・
・
・

✓ 電源機能を集約
（ラックからPower Shelfを追出し
隣接専用ラックから給電）

400VAC6.6kVAC ±400VDC（相間800VDC）

ラック電源専用ラック

✓ ラック給電を高電圧化
（PSU二次電圧を高電圧化

48VDC  ±400VDC）

12/1VDC等

AC

DC

AC

DC

AC

DC

サーバー

サーバー
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66kV

6.6kV

400V

UPS UPS UPS

PDU PDU

Power
Shelf

GPU

GPU

GPU

Power
Shelf

バ
ス
バ
ー

400V

48VDC

バ
ス
バ
ー

バ
ス
ダ
ク
ト

超高発熱ラックへの最適給電方式の模索 まとめ

66kV

6.6kV

400V

Power 
Shelf

GPU

GPU

GPU

±400VDC
GPU

GPU

バ
ス
バ
ー

バ
ス
バ
ー

Power 
Shelf

BATT BATT

現状 今後の提案

✓ 大容量化に伴う配電ロスの増加

✓ データホール内給電の限界
 バスダクト：～1,200Aクラス

✓ パワーシェルフ占有スペースの相対的増加

✓ ラック内給電の限界  バスバー：～3,000Aクラス

⇒パワーシェルフまで極力高電圧で給電
（高圧配電の範囲を増やし配電ロス減）

⇒パワーシェルフの専用架/専用装置化
 ・DH内スペース効率化

 ・変換ロス低減

⇒ラック給電の高電圧化
 ・バスダクト/バスバー電流低減

   ・配電ロス低減

【課題】
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データセンター（※）

（※） （※）

【発電】

【送配電】

【利用】

再エネ
発電所

送配電網

送配電網

火力・原子力等
発電所

✓ 大容量化に伴う
配電ロスの増加

✓ データホール内
給電の限界
 バスダクト：～1,200Aクラス

データセンターにおける最適なエネルギー調達方法の模索

✓ CN化に対する課題
 ・地方に偏在する再エネ
 ・再エネの出力抑制増加

✓ 電力系統容量不足
✓ 受電引き込み長期化

✓ DC電力需要急増
✓ 都市部に集中
✓ GPUの負荷急変が系統
に影響を及ぼす可能性

エネルギー調達

（データセンター外）

エネルギー利用
（データセンター内）

66kV

6.6kV

UPS UPS UPS

PDU PDU

Power
Shelf

GPU

GPU

GPU

Power
Shelf

バ
ス
バ
ー

48VDC

バ
ス
バ
ー

バ
ス
ダ
ク
ト

✓ パワーシェルフ占有
スペースの相対的増加

✓ ラック内給電の限界
 バスバー：～3,000Aクラス
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440 170 1,230 2,070 380 180 350 390 660 12 

19,940 

7,370 
2,270 

8,540 11,600 

1,290 

6,960 
3,400 

12,080 

448 

0

300

600

900

1,200

1,500

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

Tokyo Kansai Hokkaido Tohoku Chubu Hokuriku Chugoku Shikoku Kyushu Okinawa

Wind power

Photovoltaics

Power Curtailment

再生可能エネルギー
接続量 [MW]

(FY2023)

年間出力
抑制量 [GWh]

(FY2023)•出力抑制率 8.3%

電力需給のイメージ

ベースロード電源
（原子力・水力発電等）

火力発電（LNG・石油等）

太陽光発電

発電
出力

朝 夜昼

•太陽光発電が需要以上
に発電して電力が余って
いるため抑制都市エリア

再エネ導入量合計

27,920[MW]
(出力抑制なし)

地方エリア
再エネ導入量合計

51,860[MW]

出力抑制：1,880[GWh]

再生可能エネルギーの出力抑制の増加
再生可能エネルギーの導入量は大幅に増加しているが、需給バランス維持のために出力抑制が発生

2023年度の出力抑制量は1,880GWh（2022年度：600GWh）となり、年々増加傾向

電力供給エリア

東京 関西 北海道 東北 中部 北陸 中国 四国 九州 沖縄
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: 洋上風力発電促進区域

: 再エネ比率が高いエリア( >20 % )

: 地域間連系線容量 [MW]

900

6,050

2,100

300

2,5001,400

4,250

1,200

2,410

1,900

北海道

九州

大阪
東京

✓ 出力抑制の主要要因は地域間連系線
の容量不足

✓ 地域間連系線の増強に必要な投資は
総額6～7兆円と見込まれている

再生可能エネルギーの地方偏在に起因する系統強化の必要性
再生可能エネルギーのポテンシャルは地方に多く、都市部（東京・大阪）のポテンシャルは低い

地方に偏在する再エネを有効活用するためには、電力系統の強化が必要であり、必要な投資は

６～7兆円と見込まれる
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AI DC for Training

Training Data

サービス提供に直結するため

低レイテンシー条件が必要

 東京・大阪圏に立地制約
 クラウドDCと類似

Trained

Calculation Model

(ex. LLM)

サービス提供に直結しない場合

レイテンシー条件が緩和
 日本全国で立地可能
 HPCと類似

Requirement

AI Service User

Answer

AI DC for Inference

AI向けデータセンターの立地要件
AI向けDC （学習用）の立地要件はクラウド向けDCとは異なると推測



24© NTT FACILITIES, INC. All rights reserved.

地方に偏在

不安定

再エネ発電所

立地

電力特性
（供給／需要）

+
課題

東京・大阪圏に集中全国に設置可能

ほぼ一定調整余地あり

AI (HPC) 向けDC
（学習用）

クラウド向けDC / 
AI向けDC（推論用）

電力系統容量不足
送電ロス

直接的なCNへの
貢献が期待

間接的なCNのみ
(グリーン電力証書、
オフサイトPPA等）

DCと再生可能エネルギーの課題
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consumption and cut off by DC loads will be new value for power grids. 

DC

再エネ
発電所

電力系統 電力系統 電力系統

系統蓄電所 系統蓄電所

DC DC

再エネ近傍
電力需要

再エネ発電

+DC 需要

再エネ発電と電力需要イメージ

充電/放電

++

出力抑制

+DC 需要
（制御可能）

地方エリア 都市エリア

再生可能エネルギーとDCの連携
再エネ発電は、安定化のため電力系統への蓄電池接続が要求されており、都市へ送電する場合の電力ロスも懸念

再エネ近傍へのDC設置およびDC電力需要の調整により、電力系統に対する新たな価値を創出

急峻な変動
（数秒）

蓄電池で
変動吸収

変動要素 変動特性 現状の対策

AI-DC
電力需要

短時間変動
電力系統への影響が
懸念

再エネ
発電量

短時間変動
（風力）

蓄電池で吸収

長時間変動
蓄電池で吸収
出力抑制

再エネ近傍への
DC設置による効果

再エネ用蓄電池活用で吸収

AI-DC需要により出力抑制
が削減

更に能動制御により再エネ用
蓄電池の容量低減も可能に
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立地 東京・大阪圏に集中

ほぼ一定

クラウド向けDC / 
AI向けDC（推論用）

エネルギーの最適利用が可能（相互）

再エネ発電近傍に設置可能

地方に偏在

不安定

再エネ発電所
AI (HPC) 向けDC

（学習用）

全国に設置可能

調整余地あり

エネルギー調達方法のまとめ

電力特性
（供給／需要）

課題
間接的なCNのみ
(グリーン電力証書、
オフサイトPPA等）

+

直接的なCNへの
貢献が期待

電力系統容量不足
送電ロス課題解決および再生可能エネルギーの活用促進
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NTT FACILITIES

At a glance

Thank you for your attention!!

5,300+
Employees are engaged

in various kinds of

projects worldwide

$2.2B

Revenue in FY 2021

20,000+ 800+
Professional 

certified architects

170+
Project 

Management 

Professionals 

(PMP®)

130+
Years of experience

from 1885

Telecommunication 

facilities design


	序章
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27


